
令和３年度予算編成の基本的な考え方

“新しい生活様式”に沿った事業の組み立て ～新型コロナウイルスと共存する仕組みの構築～

≪参考：リーマン・ショック金融危機の市財政への影響≫

コロナ禍における
新しい生活様式

既存事業の再構築
①事業費を増額させて対応する事業の再構築

②廃止・中止・休止・縮小する事業

③新規事業

≪コロナ禍の財政への影響と対応≫

●市税収入の大幅な減少

●コロナ禍対策のための新たな財政需要

歳入の減少

歳出の増加
財源の不足

既存事業の抜本的な見直し

大規模公共事業等の優先順位付けと
実施時期の再検討

財源の捻出

●国税・県税収入の減少に伴う譲与税・交付金等
の減少
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 H19  H20  H21  H22  H23  H24  H25  H26  H27  H28  H29  H30

「市税」及び「譲与税・交付金」の推移
市税 譲与税・交付金

５年で約３５億円の減収
（※H20比の累計）

リーマン・ショック市税／億円 譲与税・交付金／億円

３．４億円
減

７．１億円
減

８．０億円
減

９．２億円
減

７．６億円
減

新型コロナウイルス
感染症

リーマン・ショック以上
の影響が懸念される。

（単位：千円）
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

市税 10,360,508 10,294,274 9,998,238 9,644,506 9,614,964 9,546,983 9,661,479 9,797,272 9,867,712 9,962,742 10,026,383 10,066,114
譲与税・交付金 1,095,051 1,087,548 1,041,800 1,025,586 968,475 916,323 965,718 1,047,612 1,501,480 1,311,250 1,440,323 1,552,814

計 11,455,559 11,381,822 11,040,038 10,670,092 10,583,439 10,463,306 10,627,197 10,844,884 11,369,192 11,273,992 11,466,706 11,618,928

H20比 ▲ 341,784 ▲ 711,730 ▲ 798,383 ▲ 918,516 ▲ 754,625 ▲ 536,938 ▲ 12,630 ▲ 107,830 84,884 237,106

H20比（市税のみ） ▲ 296,036 ▲ 649,768 ▲ 679,310 ▲ 747,291 ▲ 632,795 ▲ 497,002 ▲ 426,562 ▲ 331,532 ▲ 267,891 ▲ 228,160

既存の計画・方針等の再検討・見直し


